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縁起支解釈の展開

一上座部大寺派の三世両重因果説一

馬場 紀寿

近代以降多くの成果を挙げてきた仏教学の中でも,縁起に関する研究はひときわ層の厚

い蓄積がある.木村泰賢【1922】,赤沼智善【1925】,宇井伯寿【1926】,和辻哲郎【1927】,舟橋

一哉【1952],村上真完【1965],中村元【1971],三枝充恵【1978],梶山雄一【1984],Aramaki,

N.[1985],平川彰【1988],Bucknell,R.S.[1999]等により,比較的数の少ない縁起説から十二

支縁起説へ展開していく過程が明らかにされ,木村泰賢【1937】,森章司【1995】,村上真完

【2000],Schmithausen,L.[2001]によって諸部派の縁起説が幅広く整理･分析された･

上座部大寺派1の縁起説についても,松田慎也【19帥】,浪花宣明【1991a】【1991b】,片山一良

[1992]が縁起(PaticcasammuPP豆da)の語義解釈を明らかにし,林寺正俊【1998],浪花宣明

【2000】が撤血肋血喝卯の縁起説を分析している.

しかし,従来の研究では,アビダンマに特有な縁起支解釈が個別に論じられたり,

徹也肋血喝卵の縁起説が分析されることはあっても,<経典→アビダンマ→註釈文献>

という文献の先後関係を踏まえて｢縁起支解釈の変遷｣が総体的に明かされたことはなか

ったと思われる2.上座部大寺派で十二縁起支を定義･解釈する文献は,

Vibhahgasutta(=Vibh-S)→mbha7iga(=Vibh)→msumimqgga(=Ⅵsm)→律･ニカーヤ註

という順序で成立し,その縁起支定義は時代を追って変わっているが,どの段階でどのよ

うな変化が起こり,各段階の変化が何を意味するのかについては未だその全体像が解明さ

れていない.本稿では,これら十二縁起支を定義する上座部大寺派文献を時間軸に沿って

検討し,｢縁起支解釈の展開｣を考察したいと思う.

Ⅰ.Vibh血gasu鋤から用娘両脚へ

1-1.用娘両脚における｢諸行｣｢名｣｢有｣定義の改変

Sd叩tianik4yaNid豆navagga2Vibhahgasutta(=Vibh-S)は,仏が諸比丘に十二支縁起(流

転分順観)を示し,その後で各縁起支を解説する経典である.また,アビダンマである

Vibhahga(=Vibh)も,縁相分別(Paccay豆k豆ravibhahga)という一章の経分別3

(Suttantab喝aniya)において,冒頭に十二支縁起(流転分順観)を示した後,各縁起支を

定義している.

Vibhの成立はVibh-Sより遅いこと,Vibhの経分別が四諦や薙･処･界などの基本教義

については経典を踏まえて解説をしていること,十二支縁起を説示した上で十二縁起支を

定義する経典はVibh-S以外に存在しないこと4,両者で説かれる縁起支の定義のほとんど

(無明･識･〔名色の〕色･六処･触･受･愛･取･生･老死)が一致すること,これら
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の理由から,VibhがⅥbb-Sの縁起説を継承していることが分かる5.

ところが,【表1】に示したように,両者の縁起支定義は大部分が-敦する一方で,一

部(諸行･〔名色の〕名･有)が異なっている.欠印の右の太字に注目してほしい.

【表1】

Vibb-S

無明:四諦に対する無知6

諸行:身･語･心行卓

識:眼･耳･鼻･舌･身･意識9

名:受･想･思･触･作意Il

色:四大･四大所造色12

六処:眼･耳･鼻･舌･身･意処14

触:眼･耳･鼻･舌･身･意触1`

受:眼･耳･鼻･舌･身･意所生受柑

渇愛:色･声･香･味･触･法愛20

取:欲･見･戒禁･■我語取22

有:欲･色･無色有24

Vibh

同左7

→ 福･非福･不動･身･語･心行

同左10

→ 受藍･想藍･行蕗

同左13

同左15

同左17

同左19

同左21

同左23

→ 業有･生起有

生:各々の衆生の,各々の衆生の類における生･

誕生･入胎･発生･諸藩の出現･諸処の獲得26

老:各々の衆生の,各々の衆生の類における老･

老衰･歯の欠落･白髪の生え･絨の寄り･

寿命の減少･諸根の老熟2$

死:各々の衆生の,各々の衆生の類からの死去･

死没･破壊･没滅･死亡･命終･諸藩の

破壊･身体の放棄30

同左29

Ⅵbb-Sとは異なる縁起支(｢諸行｣｢名｣｢有｣)の定義は次のようなものである.

【諸行の定義】 ｢無明を条件として〔生じる〕諸行｣とは何か.福行.非福行.不

動行,身行,語行,心行である31.

【名の定義】｢名｣とは何か.受鼠想乱行革である.これが名と呼ばれる32.

【有の定義】｢取を条件として〔生じる〕有｣とは何か.二種の有がある.墓塞が

あり,生起亙がある.この内,業有とは何か.福行,非福行,不動行である.これが

業有と呼ばれる･全ての有に導く業も業有である.この内,生起有とは何か.塵五｣

色有,無色有,想有,無想有,非想非非想有,一薙有,四薙有,五蕗有である.これ

が生起有と呼ばれる33.

既に述べたように,Ⅵbhの縁起説がⅥbb-Sを踏まえていることは間違いないから,Ⅵbh-S

と異なる縁起支定義はⅥbhが定義を改変したものである.
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1-2.用仏画卵で生じた｢諸行⇒識→名色｣と｢有⇒生｣の対応性

vibhの改変作業は,次のようにまとめられる34.

①経典における｢諸行｣の定義である｢福行･非福行･不動行｣(SN Nid如avagga51

ParivimapsanaSutta)と｢身行･語行･心行｣(Vibh-S)という二種の定義を組み合わせ

て六行とした.

②経典における｢名｣の定義である｢受･想･思･触･作意｣を,経典には見出せない

｢受･想･行薙｣という定義に転換した35.

③有を｢業有･生起有｣と定義した.その内,業有に｢福行･非福行･不動行｣を収め,

生起有に,経典における｢有｣の定義である｢欲有･色有･無色有｣を含めた36.

Vibhは｢生｣を｢諸藩の出現(khandh豆napp豆tubh豆vo)｣と見なしているから,①-③の

三項目の変化によって,<行⇒識→名色>と<有⇒生>に【図1】のような対応関係が生

じているのである.

【図1】

諸行⇒識→名色= 福行･非福行･不動行 ⇒ 五麓(識･名色)

身行･語行･心行

有 ⇒生
= 業有(福行･非福行･不動行)⇒ 諸藩の出現(生)

生起有

｢業有｣は文字通り｢業｣であり,｢福･非福･不動行｣もその｢業有｣に含まれてい

るから,両者は｢業｣という点で対応している.また,｢識｣｢名■色｣は｢五薙｣を指し,

｢生｣は｢諸藩の生起｣だから,両者は｢五(諸)薙｣という点で対応している.以上の

ような対応関係は,Vibh-Sに見出すことはできない.Vibhは,｢諸行｣｢名｣｢有｣定義を

改変することで,十二支縁起中の二箇所に｢業⇒五(諸)薙｣という対応関係を生み出し

たのである37.ただし,｢身･語･心行｣と｢生起有｣の位置付けが明確ではない点は銘記

しておく必要がある.

Ⅱ.和仏両脚から俺肌肋血昭即へ

2-1.相鼻血騨と一触〟血鋸噸αの一致

上座部大寺派の教義を体系化した 侮批九肋加聯(=Ⅵsm)は,慧地晶

(Pa誠ab脆miniddesa)で縁起説を詳論している.Vibh-SとVibhの定義が同一である縁起支

(｢識｣｢六処｣｢触｣｢受｣｢愛｣｢取｣)については,基本的にその伝統的な見解を踏襲し

ている38.そこで,問題となるのは,Ⅵbh-SとⅥbbで異なる定義をしている個所(｢諸行｣

｢名｣｢有｣)である.Ⅵsmがどちらの縁起支定義を採用するかで,Ⅵsmの縁起説の特質

が分かるだろう.Ⅵsmは｢諸行｣｢名｣｢有｣を次のように定義する.

【諸行の定義】福･卵､うこれらの六が,｢無

明を条件として〔生じる〕諸行｣である39.

【名の定義】 ｢名｣とは,対象に対して向かうものであるから,受などの三盆であ
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る40.

【有の定義】存在するから,｢有｣である.それ(有)は墓宜と生起亘の二種ある.

｢二種の有がある.業有があり,生起有がある｣と説かれる通りである41.

Vismは,Vibhの｢諸行｣｢名｣｢有｣定義を採用しており,殊に｢有｣の定義に関して

はVibhを直接引用している(鍵括弧内).vibhにおける｢諸行｣｢名｣｢有｣定義の改変が

Vismの縁起支定義に決定的な役割を果たしていることが分かる.

2-2.-恕〟血肋加叫紺αにおける｢身･番･心行｣と｢生起有｣の位置付け

Vibhでは｢身･語･心行｣と｢生起有｣の位置付けが明らかではなかったのに対し,Vism

は｢身･語･心行｣と｢生起有｣について,次のような解釈を加える.

身体に関わる意思が身行である.言葉に関わる意思が語行である.意に関わる意思が

心行である.この三〔行〕は業を遂行する瞬間に福行等の門から生起することを示す

ために説かれたのである42.

以上の三(身･語･心行)は前の三(福･非福･不動行)に入るので,意味としては,

福行等〔の三行〕のみによって無明が条件であることが知られるべきである43.

Vismは｢身･語･心行｣を｢福･非福･不動行｣に組み込んでいる.Vibhの｢六行｣

説を継承しつつも,実質的には｢福･非福･不動行｣の三行で理解していることになる.

有とはここにおいては業有のみを意味する.それ(業有)が生の条件であって生起有

が〔生の条件では〕ないからである44.

Vismは｢生起有｣を｢生｣の条件として認めず,｢生｣の条件を｢業有｣に限定する.

｢業有｣だけが｢生｣の条件として理解されるのである45.

また,Vismは,｢識･名色｣を無色有や無想有の｢諸薙｣を含めて解釈し46,｢生｣を｢諸

薙の出現｣｢母胎から出るまでの諸藩｣｢結生蕗｣｢諸藩の最初の出現｣と定義するので47,

｢識･名色｣と｢生｣は共に｢諸藩｣として理解できるものになっている.従って,<諸

行⇒識→名色>と<有⇒生>の因果関係は【図2】のように｢業⇒諸蕗｣という関係にな

る.Vibhを図示した【図1】に比べ,より簡潔な対応関係になっていることが見て取れよ

う.

【図2】

諸行 ⇒ 識→名色 = 福行･非福行･不動行 ⇒ 諸蕗(識･名色)

有 ⇒ 生 = 業有(福行･非福行･不動行48)⇒ 諸藩(生)

しかも,｢諸行｣は｢過去の業による今世における結生(patisandhi)の条件｣として,｢有｣

は｢現在の業による来世における結生の条件｣として理解されている49から,ここにおけ

る｢諸藩｣は｢再生｣を含意している.つまり,｢業⇒再生｣という関係が成立している

のである.
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2-3.1包〟血助吻αの｢三時｣解釈

Vismは3-1の定義と3-2の作業により縁起支レベルの解釈を施す一方で,十二支縁起全

体について次のような視点を提示する.

無明と諸行の二支は過去の時である.識に始まり有に終る八〔支〕は現在の時である.

生と老死の二〔支〕は未来の時である,と知られるべきである50.

無明･諸行を過去に,生･老死を未来に配当することで十二支縁起を三時に分ける解釈

は,Ⅵsm以前の上座部大寺派文献には確認できないものである.十二支を三時に配当する

解釈を【図2】の縁起支定義と組み合わせると,Ⅵsmの三世両重因果説は,【図3】のよ

うに図示できる.

【図3】

福･非福･不動行⇒諸鳶

(業⇒再生)

1

業有⇒諸蔵

(業⇒再生)

⊥

無明→諸行⇒識→名色→六処→触→受→愛→取→有⇒生→老死

過去 現在 未来

過去から現在の連結部分である｢諸行⇒識→名色｣と,現在から未来の連結部分である

｢有⇒生｣が,｢業⇒再生｣という因果関係として解釈されている.ⅥsmがⅥbhの縁起支

定義を採用したのも,身･語･心行や生起有に解釈を加えて｢諸行⇒識→名色｣と｢有→

生｣の対応性を明確にしたのも,十二支縁起を三世に渡る因果関係として理解するための

論理的要請に基づくものだったことが分かる.

2-4.俺肌肋血喝即の｢無明｣定義

ここでは,2-1から2-3で論じた三世両重因果説の確立を踏まえて,Ⅵsmの｢無明｣定

義を考察しよう.

｢無明｣とは,経典説によれば苦などの四つの道理(四諦)に対する無知である.ア

ビダンマ説によれば,過去等と共に八〔つの道理に対する無知である〕.次のように

説かれる.｢その内,無明とは何か.苦に対する無知,苦の原因に対する無知,苦の

滅に対する無知,苦の滅に至る道に対する無知,過去に対する無知,未来に対する無

知,過去･未来に対する無知,此縁性･縁巳生法に対する無知である｣と51.

Ⅵsmは,Ⅵbb-SやⅥbhによる無明の定義を経典説として継承する一方で,｢四諦,過去,

未来,過去未来,此縁性･縁巳生法に対する無知｣をアビダンマ説として新たに導入する

52.更に,アビダンマ説の後半を,｢過去と呼ばれる過去の玉東,未来と呼ばれる未来の五

薙,過去･未来と呼ばれるその両者,此縁性･■縁巳生法と呼ばれる此縁性と縁巳生法53｣

と言い換えている.

つまり,Ⅵsmは｢過去の五轟｣｢未来の五薙｣や｢此縁性封｣｢縁巳生法｣を示した定義

を加えたのである.この定義は,｢四諦｣のみを無知の対象とする従来の定義(経典説)
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に比べ,｢過去｣や｢未来｣に｢縁起支｣を振り分ける縁起解釈と一層明確に対応するか

ら,アビダンマ説の導入は三世両重因果説の確立と呼応した編集作業だと考えられる.

Ⅲ.律註と四部ニカーヤ註における縁起註釈の基本姿勢

上座部大寺派には,ブッダゴーサ作とされる55律の註釈書と四部ニカーヤの註釈書(以

下,四部註)が伝わっている.Vinaya註のSbmantqpasadika(=Smp),Dighanikaya註の

Sumahgahn,inisini(=DA),Mdhimanikaya註のPqpahcas房dbni(=MA),Sarpyuttanik豆ya

註のSaratthLqPakasini(=SA),Anguttaranikaya註の肋orathqparani(=AA)である･以

上の五書は,それぞれ縁起説を註釈しなければならない個所で,次のように述べる.

【smp】 だが,詳細な,全ての様相を具えた〔縁起の〕決定説を望む者は,

侮戚肋加聯や良川椚0血涙〃0血-iという大Ⅵbb血ga註に基づいて把握すべきである56･

【DA】以上が略説であるが,縁起説は詳細に掩血肋血喝卯で既に説かれた57.

ここで詳細に縁起説が説かれるべきであるが,それは掩血肋血喝卵で既に説かれた58.

【MA】 ｢比丘たちよ,無明を条件として諸行がある.乃至,苦薙の生起がある｣

という

ここで縁起説が詳説されるべきであるが,それは撤批出伽加喝gαで詳説された59.

【sA】 だが,詳細に全ての様相を具えた順観の縁起説は一触戚肋血喝即で既に説か

れたので,それ(縁起説)はそこで説かれたことによって把握されるべきである00.

【AA】 その全ては,全ての様相に関して,一触戚肋血喝卵で詳説された.そこで説

かれた道理によってのみ知られるべきである引.

いずれも,Ⅵsmで縁起が詳しく論じられたことに言及し,縁起に対する註釈を省いたり,

略説や補足説明に止めている.Ⅵsmに詳説を譲っているのである.

これと同様の態度は,各四部註の冒頭に掲げられる偶にも確認できる.三宝への帰依に

始まるこの偽は,次のように最後を結んでいる(各四部註の偽はほぼ同一の文章).

戒論,頭陀法,業処,も全て,修行の次第を具えた禅定と等至の詳説と,また一切の

神通と智慧に基づく定説,〔五〕薙,〔十八〕界,〔十二〕処,〔二十二〕根,更に四聖

線 条件の様相62の教説(縁起説)と,極めて清らかな趣旨と,聖典の道から離れる

ことなき観察の修習,これら全ては掩適肋血喝騨で私が完全に説いたので,ここで,

さらに繰返して考察しないだろう.なぜなら,この撤血肋血喝卯は,四部アーガマ

の中にあって,そこで説かれたとおりの意味を明らかにするだろうからである.まさ

にこのように作られているのだから,それ(撤血肋血鱒鱒)をもこの註釈と共に把

握して,『長部』(SA:『相応部』,AA:『増一部』)に基づく意味(MA:『中部』の合

涌の意味)を知るがよい,と63.

四部註はⅥsmの構成を傭撤し,その一つに縁起説を数えた上で,同じ内容を繰返さな

いことを言明している.更に,四部註と共にⅥsmを併せて学ぶことによって,四部ニカ

ーヤの内容を理解するよう勧めているのである.

以上の縁起註釈部分と四部註冒頭の偶から明らかなように,註釈書を通して読む限りは,
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律や四部ニカーヤの縁起説はVismに基づいて理解される仕組みになっているのである･

Ⅳ.結論

本稿の結論は次の三項目にまとめられる.また,Vibh-S→Vibh→Vismにおける縁起支定

義の伝承過程は【表2】のように示すことができる.

①vibhahgatj:,Vibhahgasuttaの縁起支定義の内,｢諸行｣｢名｣｢有｣の定義を改変し･<

諸行⇒識→名色>と<有⇒生>に対応性を生み出すことで,十二支縁起を過去世から

来世に渡る因果関係として解釈することを可能にした.その結果,搾∫〟(城主椚嘩官αの縁

起支定義の論拠となり,上座部大寺派の縁起理解に決定的な役割を果たした･

②msuddhim喝卯は,VibhahgasuttaではなくmbhahgaD縁起説を継承した上で,｢諸行｣

を｢福行･非福行･不動行｣に収赦し,<有⇒生>の｢有｣を｢業有｣に限定した.

この解釈により,<諸行⇒識→名色>と<有⇒生>に<業⇒再生>という簡潔な対応

関係が成立し,十二支縁起中に二度の転生を認める三世両重因果説が明確になった･

また,三世両重因果説の確立に呼応して,｢無明｣定義にアビダンマ説が導入され,無

明の対象が増広された.

③助椚α〃坤ゐ粛f磁と四部ニカーヤ註は撤批肋∫椚喝gαに縁起の詳説を譲っており,また･

四部ニカーヤ註は冒頭の帰敬偏で掩血肋血喝卯と併せて学ぶように勧めている･註釈

書を通して読む限り,律や四部ニカーヤの縁起説はⅥsmに基づいて理解される仕組み

になっている.

【表2】縁起支定義の変遷

諸行(s血khお豆) 名(n豆ma) 有(bbava)

Vibb-S 身行･語行･心行 受･想･思･触･作意 欲有･色有･無色有

Vibh 福行･非福行･不動行

身行･語行･心行

受薙･想薙･行薙 業有･生起有

Vism

括弧内は条件付

福行･非福行･不動行

(･身行･語行･心行)

受薙･想蕗･行薙 業有(･生起有)

<略号･使用テキスト>

AA =

A血norathqpi;rani,Pa)iTbxtSociety･

DA = Sumaカgah7Vilasini,PaliTbxtSociety･

MA = P甲ahcas盃dbni,PaliTbxtSociety･

SA = Saratth(筍野,akasini,PaliTbxtSociety･

Smp = Sbmantqpasadika,PaliTbxtSociety･

SN =

SbJ卿tLanik6ya,PaliT七xtSociety.

Ⅵbh = mbhaカga,PaliTbxtSociety･

Vism = mSumimqgga,HarvardOrientalSeries.
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(注記)

1本稿では､アックカターが度々批判する無畏山寺派(Abhayagirivasin:無畏山寺住者)

と区別するために､｢上座部大寺派(Mah豆vih豆rav豆sin:大寺住者)｣という呼称を採用する.

インドで成立した経典やアビダンマも,｢大寺派所伝｣という意味で｢上座部大寺派｣と

呼ぶこととする.

2上座部大寺派の縁起説の思想史的文脈は,大きく分けて三種あると言えるだろう.第一

に,本稿で扱うVibh-S→Vibh→Vismという流れである.この流れは,無明･諸行を過去世

に,生･老死を来世に,それ以外を現世に配当する｢三時(ti-k豆1a)｣タイプの三世両重因

果説の理論的根拠を形成する.第二に,几画W画血虚血喝卵→Ⅵsmという流れであり,｢二

十行相(Ⅴ王sati証おa)｣タイプの三世両重因果説が説かれる.これは,無明･諸行･渇愛･

取･有を｢業輪転(kammaVatta)｣とし,識･名色･六処･触･受を｢異熟輪転(vip豆kavatta)｣

とし,前者(因)と後者(果)を｢前世の業困｣｢現世の異熟果｣｢現世の業因｣｢来世の

異熟果｣に配当して,合計二十項目で縁起を理解するものである.｢三時｣タイプと異な

り,生･老死を無視する点に特徴がある.この解釈は,Vismが識･名色･六処･触･取を

｢異熟｣に解釈している点に反映している.第三に几嚇陥朋→Vismの流れの｢二十四線｣
説である.これは,Ⅵsmの<無明→諸行>の個所で詳論されている.Ⅵsmの縁起説全体

の理解には,以上のような複数の思想的文脈を把握する必要があるだろう.その内,林寺

正俊【1998】は第二のタイプの｢二十行相｣に関するもので,｢異熟輪転｣に属する｢名｣が

Vismで｢異熟･非異熟｣の両方に解釈される教学的背景を論じた興味深い考察である.ま

た,浪花宣明【1995】は第三のタイプの｢二十四縁｣に関するもので,｢二十四縁｣がそれぞ

れ詳細に解説され,その大綱を知るのに有益である.一方,本稿は,第一のタイプの縁起

解釈が成立する過程を調査することを目的としている.

3vibhは各章が経分別(Suttantabh*aniya)とアビダンマ分別(Abhidhammab喝aniya)に

分かれている.経分別は諸法を経的に説明するもので,アビダンマ分別はアビダンマ特有

の分析や考察を加えるものである.縁起を説く章である｢縁相分別｣にもアビダンマ分別

が存在するが,アビダンマ分別における縁起解釈は｢パーリ文献の他の場所にも全く見ら

れない独特のものである｣(水野弘元【1997]236.13-4).本稿は,｢経典→アビダンマ→註釈

書｣という思想史的文脈で縁起説を考察することを目的としているので,ここでは,アビ

ダンマ分別については触れない.

4vibh-S以外で縁起支を定義する経は,十二縁起支中の一部の定義が欠けていたり,十二

支ではない縁起説を説いている.例えば,SNNid豆navagga27,28,33の諸経は無明の定

義を欠いている･DNMah豆nid豆nasu仕aは九支縁起を説く経である･MN2Samm豆dhitthisu甲

は十二縁起支全てを定義してはいる(Vibh-Sと同一の定義)が,無明の条件として漏(豆SaVa)

を加えた十三支縁起説を説く.また,その十三支線起と四諦が組み合わされて説示されて

おり,Vibhのように単独で十二支縁起説が提示されているわけではない.

5vibh-SがVibhの縁起説の源泉経となったことは,水野弘元【1997](29.note14)(103.note6)
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においても指摘されている.

6sNII4.10-14:Yarpkhobhikkhavedukkheaa五和amdukkhasamudayeaaa如amdukkhanirodhe

a誠如arp dukkhanirodhag豆miniy豆patipad豆yaa詭軸a叩･Ayar?vuCCatibhikkhave avua･

7
vibh135.9-11:Dukkhe

aa五和arp
dukkhasamudaye aaaapar?dukkhanirodhe a飽和a叩

dukkhanirodhag豆miniy豆patipad豆yaaaa和a叩‥aya叩vuCCatibhikkhave avt)Ja･

8sNII4･8-10:Tayo me bhikkhave sahkhar豆k豆yasahkharo vacisa血kharo cittasahkharo･Ime

vuCCantibhikkhave sqiakhar豆.

9sNII4.5-7:Cakkhuvi丘五和a鱒ISOtaVi詭卸叩gh豆navi鮎抱卵叩jivh豆vi丘五和a叩kayavi五五和a叩

manovi五五和arp.Ida叩vuCCatibhikkhave vi五五和a叩･

10vibh136.2-4:Cakkhuvi丘五和a叩SOtaVi五色如a叩gh孟navi五五和arpjivh豆vi五色如arpk豆yavi

manovi五五和aIp:idar?vuCCatisa血kh豆rapaccaya vlnnaga叩･

11sNII3.34-35:Vedan豆sa五色豆Cetan豆Phassomanasik豆ro･idapvuCCatin豆marp

12sNII3.35-4.2:Cattarocamahabh5t豆catunnaacamahabh5t如a叩uP豆d豆yar缶Par?,idarpvuCCati

mpa】p･

13vibh136.11-12:Catt豆ro
ca mah豆bh5t豆Catunna五ca mah豆bh5t如a叩uP豆d豆ya r5parp;ida叩

vuCCatir5pa叩.

14

sNII3.30-33:Cakkh豆yatanaIp SOt豆yatana叩 g脆n豆yatanaP jivh豆yatanarP k豆y豆yatanaIp

man豆yatana叩.IdarpvuCCatibhikkhave sa!豆yatana叩･
15
vibh136.16-18:Cakkh豆yatanarP SOt豆yatanar?gh豆nayatanarP jivh豆yatana叩 k豆y豆yatanarP

man豆yatanaIp:ida叩VuCCatin豆mar5papaccay豆Sa!豆yatanaIp･
16sNII3.27-29:Cakkhusamphasso

sotasamPhasso gh豆nasamphasso jivh豆samPhasso

k豆yasamphasso manosamphasso･Aya叩vuCCatibhikkhabe phasso･

17vibh20-22:Cakkhusamphassosotasamphassogh豆nasamPhassojivh豆samphassok豆yasamphasso

manosamphasso:ayarPvuCCatisa!豆yatanaPaCCay豆phasso･

18sNⅢ3.22-26:Cakkhusamphass癖vedan豆SOtaSamPhass如豆vedan豆gh豆nasamphass癖Vedan豆

jivhasamphass如豆Vedan豆k豆yasamphass煎Vedan豆manosamphassaj豆vedan豆･AyalPvuCCati

bhikkhabe vedan豆.

19vibh136.24-27:Cakkhusamphassqj豆Vedan豆sotasamphassz煎vedan豆gh豆nasamPhass癖Vedan豆

jivh豆SamPhass年匝Vedan豆k豆yasamphass癖vedan亘manosamphass癖vedana:aya叩vuCCati

phassapaccay豆vedan豆.

20sNⅡ3.17-19:R申pataph豆saddatanh豆gandhatanharasatanh豆photthabbatanh豆dhammatanh豆･

AyaIpVuCCatibhikkhave tanh豆･

21vibh･136･29-30:R豆pataph豆Saddatanh豆gandhatanh豆rasatanh豆photthabbatanh豆dhammatanh豆‥

ayaIpvuCCativedan豆paccay豆tanh豆･

22sNII3･13-15:k豆mup豆d豆narpditthup豆d豆napsilabbatup豆dana叩attaV豆dup豆d豆narp･Idapvuccati

bhikkhave up豆d豆narp.
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23vibh136.32-33:K豆mup豆d豆naIp ditthup豆d豆nap silabbatup豆d豆na叩attaV豆dup豆d豆narp:idaIp

vuCCatitap匝paccay豆up豆d豆na叩･

24sNII3.11-12:k豆mabhavo鱒pabhavoar5pabhavo.IdarpvuCCatibhikkhavebhavo.

25vibh137.14-16:Y豆tesa叩teSarP
Satt豆nar?tamhitamhisattanik豆ye j豆tisa句atiokkanti

abhinibbattikhandh豆narp p豆tubh豆vo豆yatan豆na叩Patilabho:aya叩vuCCatibhavapaccay豆jati.

26sNII3.6-8:Y豆tesarptesaTPSatt5naptamhitamhisattanik豆yejatisa*tiokkantiabhinibbatti

khandh如arp p豆tubh豆VO豆yatan血arp pa!il豆bho.Aya叩vuCCatibhikkhavej
27vibh137.20-22:Y豆tesarptesarpsatt豆narptamhitamhisattanik豆yeJaraJlraPat豆khandiccarp

P豆1iccar?Valittacat豆豆yuno samhaniindriy豆naIp Paripako:ayarP VuCCatijar豆.

28sNII2･28-30:Y豆tesarptesaqlSatt豆na叩tamhitamhisattanik豆yeJaraJlrapatakhandiccar?

P豆1icca叩Valittaccata豆yunO Samh豆niindriy豆narp parip豆ko.AyarpvuCCatijar豆.
29vibh137･24-27:Y豆tesarp

tesap sattanaIptamh豆tamh豆sattanik豆y豆cuticavanat豆bhedo

antaradh亘ba叩maCCumaraDamk豆Iakiriy豆khandh血ambhedokalevaraSSanikkhepojivitindriyassa

upacchedo:ida叩vuCCatimara鱒a叩.

30sNⅡ2･30-4:Yap
tesarp tesar?Satt豆nap tamh豆tamh豆sattanikay豆cuticavanata bhedo

antaradh豆naT?maCCumarapa叩k豆1akiriy豆khandh豆nambhedokalevarassanikkhepo.1da叩vuCCati

31vibh135･12-14:katame
avuapaccay豆 Sahkhar豆?Pu五五abhisahkharo apu舐豆bhisahkharo

如e句豆bhisahkharo k豆yasahkharo vacisahkh亘ro cittasa血kharo.

32vibh136.7-9:katamarpn豆ma叩?Vedanakkhandho
saaaakkhandho sa血kharakkhandho:ida叩

VuCCatin由naIp.

33vibh136･34-137･11:katamoup豆d豆napaccay豆bhavo?Duvidhenabhavo:atthikammabhavo,

atthiupapattibhavo.Tattha katamo kammabhavo?pu五五abhisa血kh豆ro apu五舶bhisahkharo

加e句abhisahkharo:aya叩vuCCatikammabhavo.SabbamPibhavag豆mikammarP kammabhavo.

Tattha katamo upapattibhavo?K豆mabhavo r5pabhavo ar5pabhavo sa王統abhavo asa丘丘abhavo

nevasaa丘血豆sa五丘abhavo ekavokarabhavo catuvok豆rabhavo panCaVOk豆rabhavo:Aya叩 vuCCati

upapattibhavo.

34vibbの縁起説については既に次のような指摘がある.｢経では身語意の三を行とし,苦

楽捨の三を受とし,欲愛･有愛･無有愛の三を愛とし,欲有･色有･無色有の三を有とす

るのに対して,本論では行を福･非福･不動･身･語･意の六行とし,受を眼触所生受等

の六とし,愛を色愛ないし法愛の六とし,有を業有･起有に分かち,業有(kamma-bhava)

を福･非福･不動の三行および有に至る一切業とし,起有(uppatti-bhava)を欲有･色有･

無色有･想有･無想有･非想非非想有･一薙有(ekavokara-bhava)･四薙有･五薙有として

いる･｣(水野弘元[1997]227.13-17)しかし,｢福･非福･不動行｣はSNNid豆navagga51

ParivimapsananaSuttaにおいて説かれている.また,ニカーヤにおいて縁起支としての愛は

｢六愛｣であり,受は｢三受｣よりも｢六受｣とする例が多い.更に,名色の定義がニカ
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ーヤでは｢受･想･思･触･作意｣であるのに,Vibhでは｢受･想･行蕗｣に変わってい

る点も付け加えるべきだろう.

35Bucknell,R.S.[1999]はVibhがVibh-Sを踏襲していることを指摘してはいるものの,Vibh

の改変を鳩｣のみに限定している(336.2ト6).しかし,本論で述べるように,Vibbの縁

起支定義の改変は鳩｣のみならず｢諸行｣｢有｣にも及んでおり,この点は訂正を要す

る.

36vibh_Sとの関連は触れられていないが,Vibhに｢業有｣説が説かれること自体はこれま

で度々指摘されている.c£赤沼智善【1925】,木村泰賢【1937】,村上真完【2000】･

37vibh_SとVibhには,｢諸行｣｢名｣｢有｣定義に加えて,もう一点,重要な相違がある.

縁起支を定義する際,Vibh-Sでは,老死の定義に始まり無明の定義で終っていた順番が,

Vibhでは無明の定義に始まり老死の定義に終わるという順序に逆転しているのである.過

去世から未来世へ向う三世両重因果説にとって,縁起説は,無明(過去)に始まり老死(未

来)で終るものでなければならない.Vibbが三世両重囲果説で解釈するのに都合がよい体

裁に換えた可能性がある.

38vismは,｢識｣｢触｣｢受｣｢愛｣｢取｣を以下のように定義する.識=眼･耳･鼻･舌･

身･意識(Vism464.23-24);触=眼･耳･鼻･舌･身･意触(Vism483.23-9);受=眼･耳･

鼻･舌･身･意触所生受(Vism485.6-11);愛=色･声･香･味･触･法愛(Vism485.32-486.4);

取=欲･見･戒禁･我語取(Vism487.1-17)これらの定義の多くはIVismの要約説として

提示されており,詳説した場合はさらに定義が複雑になるが,基本的に以上のような内容

が説かれている.｢六処｣に関しては,少々状況が複雑である.Vismは｢六処｣に対して

二種の見解を列挙している(Vism483.35-4S4.26).第一は,因としても果としても｢六処｣

は｢眼･耳･鼻･舌･身･意処｣だという見解.第二は,因としては｢眼･耳･鼻･舌･

身･意｣でも,果としては｢眼･耳･鼻･舌･身･意処｣と｢色･声･香･味･触･法処｣

の両方とする見解である.だが,いずれにしても,｢六処=眼･耳･鼻･舌･身･意処｣

という伝統説が否定されているわけではない.なお,｢無明｣については2-4で論じる.

39vism448.27-28:Pu五五apu五五ane*bhisa血khar豆tayo,k豆ya-VaCi-Cittasahkhar豆tayotiimecha

avリJaPaCCay豆sa血khar豆.

40vism477.16-17:n豆manti豆ramman豆bhimukha叩namanatOVedan豆dayotayokhandh豆･

41vism489.8-10:bhavatitibhavo.Sokammabhavo,uPaPattibhavoc豆tiduvidhohoti･Yath,aha:

"Bhavo duvidhena:atthikammabhavo,atthiupapattibhavo"ti.

42

vism452.1-3:k豆yasa&cetan豆kayasahkh的 VaCisa丘cetan豆VaCisahkhar豆,manOSa丘cetan豆

Cittasahkhar豆. Ay叩I tiko kamm豆yhanakkhape puaaabhisahkhar豆dina叩 dvarato

PaVattidassanattha叩vuttO.

43vism452･12:Itiayarptikopurimattikamevapavisatitiatthatopu誠abhisahkhar豆dinaTPyeVa

VaSena aVリJaya PaCCayal)h豆vo vedital)bo.

44vism493.10-13:Bhavotipan,etthakammabhavo
vaadhippeto.So hijatiy豆paccayo;na
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uppattibhavo.

45村上真完【2000】は部派仏教の縁起説における｢有｣について論じる中で,Vismや『法薙

足論』で生の条件が業有に限られていることを指摘し,『倶舎論』やパーリ聖典において

も生起有を生の条件として解釈し難い例を挙げている.

46｢生起有｣に一蕗有･四薙有が含まれることから分かるように,衆生は必ずしも全五蕗

を指すわけではなく,｢無色有｣｢無想有｣のような衆生も存在する.Ⅵsmは｢識｣｢名色｣

を｢五薙｣に限定するのではなく,｢五薙有｣以外の衆生の｢諸藩｣をも含め,拡大解釈

している.結果的に,この拡大解釈は,生の定義との一致をもたらすことになった.

Vism478.24-5:Ar5pina叩PanatayOVaaruPlnOkhandh豆.豆saa五ina叩r5patojivitindriyanavakarp

ev豆ti.Esat豆VaPatisandhiyiyarpnayo.｢次に,無色〔有の〕者には三非色薙のみが〔生起

し〕,無想〔有の〕者には色として命根九法のみが〔生起する〕.まず,以上が結生におけ

る道理である｣

47vism463.26:Sabbatthakhandhana叩p豆tubh豆voj豆ti.｢あらゆる場合の諸藩の出現が生であ

る｣Vism423.29-33:Svayamidhagabbhaseyyak豆na叩Patisandhitopatth豆yay豆vam豆tukucchimh豆

nikkhamanarP,t豆VaPaVatteSukhandhesu;itaresarppa!isandhikhandhesvev豆tidatthabbo.Ayam

PICaPariy豆yakath豆va.Nippariy豆yatopanatatthatatthanibbattaman豆narpsatt血aTPyeyekhandh豆

p豆tubhavanti,teSa叩teSa叩PathamaP豆tubh豆voj豆tin豆ma.｢ここで〔生とは〕胎生者が結生

以後母胎から出るに至るまで生起する諸藩を意味している.他の者(湿生者･卵生者･化

生者)は結生薙のみを意味していると知るべきである.以上が経典説である.次にアビダ

ンマ説によれば,それぞれに生じつつある衆生に出現する諸藩の最初の出現が生と呼ばれ

る｣ なお,後者の｢生｣の定義は｢〔四〕諦晶(Saccaniddesa)｣でなされている.Vism

が縁起を解説する｢慧地品(Pa五五豆bh宙miniddesa)｣は,｢諦晶｣より後にあるため,｢生｣

の詳しい解説を｢諦晶｣に譲っているのである.Vism493.9-10:BhavqFWCCqyajatitiadisu

j豆ti一豆dinar?Vinicchayo亭aCCaniddesevuttanayen,evaveditabbo.｢『有を条件として生がある』

等に関する生等の定説は諦晶において説かれた見方で知られるべきである｣

48vismは,Vibh同様,｢業有｣に｢福･非福･不動行｣を含めている.ただし,相違点も

ある.｢諸行｣は｢福･非福･不動行｣に全て収まるのに対し,｢業有｣には｢福･非福･

不動行｣と共に｢意思に関連した食欲等の業と呼ばれる諸法｣も含まれるからである

(Vism490.14-17).これもVismがVibhの｢有｣の定義を継承した結果である.
49

Vism490･10-14:yath豆 ca bhavaniddese,tath,eva k豆marp sahkharaniddese pl

pu舐abhisa血khar豆dayovavutt豆;eVarP Sante PIPurime atitakammaVaSenaidha patisandhiy豆

PaCCayatt豆,ime paccuppannakammavasena 豆yati叩 PatlSandhiya paccayatt豆tipunavacana叩

S豆tthakameVa.

50

Vism496･9-11:aViij豆sahkhar豆c豆tidveahganiatitak豆1豆ni;Vi五五豆n豆dinibhav豆vasan豆niattha

PaCCuPPannak豆1豆ni;j豆tic'evaJaramarapaa Ca dve an豆gatak豆1豆nitiveditabb豆ni.

これと同様の見解は他部派の論書にも確認できる.
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『発智論』T26.921b17-19;『大毘婆沙論』T27.117a27-29:二過去.謂無明行･二未来･謂

生老死.八現在.謂識名色六処触受愛取有.

『解脱道論』T32.450c19-20:二過去無明及行.二未来生老死.徐八現在.

51vism451.11-16:AviHa tisuttantaPanyayena dukkh豆disu cat屯su th如esu a誠如ap;

AbhidhammaParlyayenaPubbadid血isaddhimatthasu.Vuttar?h'etap:"Tatthakatam豆avijj豆?

Dukkhe
a丘五和a叩…pe…

dukkhanirodhag由niniy豆pa!ipadiya血如叩l,Pubbante aaA和ap,

aparante…Pubbant豆Parante…idappaccayat豆PaticcasamuPPanneSudhammesu a誠如an"ti･

52vismがアビダンマ説として挙げる無明の定義は,Culldnihsa(Burmeseedition:25.12-21)

の
avtjj豆,Dhammasahgani390,1061の moha, DhammasaカganillOO の avuJaSaVa,

Dhammasahganil123のavリJaSannq】ana,DhammasahBtmil162のavuan1VaraPa･nbhahga

(S5.35-S6.2)のav咄豆d血豆妬 これらの定義と同じ内容である.ただし,いずれも縁起支と

しての無明を定義したものではない.この定義を縁起支定義に導入した点がⅥsmの独創

である.

53vism451･21-25:PubbantaSahkh豆taIpatitapkhandh叩aaCakap,aParantaSahkhata叩an豆gatarp

khandhapaacakarp,pubbanataParantaSahkhata叩tadubhayam;idappaccayata-PaticcasamuPPanna-

dhamma-Sankhatarpidappaccayataa c'evapaticcasamuppannadhamme capa!icc豆detv豆titthati･

54松田慎也【1980],浪花宣明【1991a][1991b]により明らかにされているように,Vismをは

じめとするアッタカターで此縁性(idappaccayat豆)は｢これらにとっての諸条件(imes叩I

paccay豆)｣｢これらにとっての諸条件の集合｣と解釈される(Vism441.21-23)･従って,｢此

縁性と縁巳生法｣とは縁起支の｢因と果｣を意味していることになる.

55森祖道【1984】(469-470)によると,従来の研究では,Smpと四部ニカーヤ註はプッダゴー

サの真作として認められている.

56vinayaのMahavaggaの冒頭でブッダが十二支縁起を観察する個所の註釈部分である･

SmpI953･25-28:Vitth豆ratopanaSabbak豆rasampannarPVinicchaya叩icchantenaVisuddhimaggato

Ca Sammohavinodaniy豆ca Mahavibha血gatthakath豆ya gahetabbo･

なお,PTS版の異読やビルマ(第六結集)版,スリランカ(SHB)版では,CaSammohavinodaniy豆

caMah豆VibhAgatthakath豆yaが欠けている.この差違は注意を要するが,Vismに縁起の詳説

を譲っている点では諸本全て共通している.

57DNIBrahmi車1asuttaで説かれる縁起説の註釈部分である.

DAI125.29-30:Ayametthasanikhepo,Vitth豆ratopanapaticcasamupp豆dakath豆Visuddhimagge

58DN14Mah豆pad豆nasuttaで十支縁起が観察される個所の註釈部分である.

DAII459.36-460.2:lmasmirp th豆ne vittharato PaticcasamupP豆dakath豆kathetabb豆,S豆PaneS豆

Visuddhimagge kathita va.

59MN38.Mah豆sa血khayasuttaで説かれる十二支縁起の註釈部分である.

MAⅡ308‥17-20:朗励q助舶厄喝の蘭画肌即如叩朋新一クe一血放ねα放ゐα〃d厄∫∫α∫α椚〟(わγ0
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hotitietthapanaPaticcasamuppadakath豆vitth豆retabb豆bhaveyya,S豆Visuddhimaggevitth豆rit豆

60sNNid豆navaggal.Desan豆Suttaで説かれる十二支縁起の註釈である･

SAIIlO.5-8:Vitth豆renapanaSabbak豆rasamPann豆anulomapaticcasamupp豆dalath豆Visuddhimagge

kathit豆,taSm豆S豆tasmi叩kathitavaseneva gahetabb豆.

61ANTikanipata7Mah豆VaggalTitth豆yatan豆disuttaで説かれる四諦の註釈である･この経は十

二支縁起の流転分･還滅分を集諦･滅諦として説くので,十二支縁起も含意していると考

えられる.

AAⅢ283.5-7:tarPSabba叩Sabba放arenaVisuddhimaggevittharitameVa.tatthavuttanayen'eva

Veditabb叩l.

62松田慎也【19SO】,浪花宣明【199la】【1991b】,片山一良【1992】により詳しく論じられている

ように,上座部大寺派は｢縁起｣を｢条件となる法(paccayadhamma)｣と定義し(Vism440.26),

｢依存生起｣という理解を斥ける.おそらく,その理由から,アッタカタ一文献ではしば

しば｢生起｣の語感が残るpaticcasamupp豆daという語よりも｢条件の様相｣｢条件あり方｣

を意味するpaccay豆karaという語がしばしば用いられるが,共に縁起説を指している点は

変わりない.

63･DAIl.25-2.9(MAI2.1-13,SAI2.9-21,AAI2.15-2.3):

Silakath豆dhutadhamm豆kammatth豆n豆nic'eva sabb豆ni(MA:Sabb豆),

Cariy豆Vidh由IaSahitojh豆nasam孟pattivitth豆ro

Sabb豆ca abhi丘五豆yo pa組豆Sa血kalananicchayo c'eva

Khandhadh豆tayatanindriy血i(MA,SA,AA:khandh豆dh豆t豆yatanindriy豆ni)ariy豆nic'eva catt豆ri

Sacc豆nipaccay豆k豆radesan豆suparisuddhanipupanay豆

AvimuttatantimaggavIPaSSan豆bhavan豆c'eva

Itipana Sabba叩yaSm豆Visuddhimagge may豆suparisuddharp

Vutta叩taSm豆bhiyo na ta叩idha vic豆raylSSam1.

M如jhe Visuddhimaggo esa catunnamPlagamana叩hi

Thatv豆pak豆saylSSatitattha yath豆bhasita叩attha叩

Icceva kato tasm豆tamPigahetv豆na saddhim etaya

Atthakath豆ya vijanatha digh豆gamanissitarp(MA:M城himasahgitiy豆,SA:Sar?yuttanissitap,

AA:A血guttanissitaql)atthanti.
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